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一般廃棄物処理基本計画における 
令和３年度ごみ・資源物の排出状況について 

ごみ減量推進課 

本市では、生活環境の保全、公衆衛生の向上、資源が循環して利用される社会の形成

を図りつつ、一般廃棄物の適正な処理を行うため、平成 26年に一般廃棄物処理基本計

画を策定した。そのごみ処理計画編の中で、「一人 1 日あたりのごみ排出量」、「リサイ

クル率」、「最終処分量」の３つの指標について、令和３年度まで３つの数値目標を設定

していた。 

それぞれの令和３年度の状況は次のとおり。 

１ ごみの排出状況の推移 
ごみ・資源物の総排出量は前年度より 4,629ｔ減少し、そのうち、家庭系ごみは前

年度より 3,962ｔ減少した。これは新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、在宅時

間が増加したことによる家庭ごみ排出量の増加が一旦落ち着き、コロナ禍以前の状況

に戻ったためだと推測される。 

また、事業系ごみは 532ｔ増加と前年度から横ばい状態であり、社会経済活動の停

滞が続いているためだと推測される。なお、一人１日あたりのごみ排出量は、820ｇ

で前年度より12ｇ減少しているが、これも新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、

在宅時間が増加したことによる家庭ごみ排出量の増加が一旦落ち着き、コロナ禍以前

の状況に戻ったためだと推測される。 

以上のように、ごみの排出状況の推移は、新型コロナウイルス感染症拡大によって

生活様式が変化したことにより、さまざまな面から影響を受けている。 

表１ 一人１日あたりのごみ排出量      （g/人・日）  

 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 

計画値 894 886 879 872 866 863 860 857

実績値 890 889 879 873 879 864 832 820

グラフ１ ごみの排出状況
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２ リサイクル率等の推移 
再資源化されたごみ・資源物の量（資源化量）は前年度より 1,441.2ｔ減少した。

ごみ・資源物の総排出量のうち、資源化量の割合を示すリサイクル率は、前年度より

減少し 17.9％であった。 

主な要因としては、容器包装（びん、かん等）が前年度より 452ｔ減少したことが

挙げられる。びんやかんについては、日時を問わずいつでも持ち込むことができる民

間の資源物回収拠点があるため、そちらへの搬入が増えたものと推測される。また、

資源物集団回収量については、前年度から横ばい状態でありコロナ禍以前の回収量に

戻っていない。これは未だ各団体の活動が控えられているからだと思われる。 

※ 「リサイクル率」の算定方法 ： （資源化量÷ごみ・資源物の総排出量）×100 

表２ リサイクル率の推移          （％） 

 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 

計画値 21.3 21.4 21.5 22.5 23.6 24.6 25.7 26.8

実績値 20.4 19.6 19.0 19.1 18.8 18.9 18.1 17.9

 グラフ２ 資源化量・リサイクル率の推移
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３  最終処分量の推移 
 最終処分量は、前年度より 210ｔ減少しているが、平成 30 年度以降から横ばい状

態が続いている。主な要因としては、ごみ・資源物の総排出量が減少したことがあげ

られる。 

 最終処分量の内訳について、すべての項目を前年度と比較するとそれぞれ微増・微

減にとどまり大きな変化は見られない。これは、新型コロナウイルス感染症拡大の影

響による社会経済活動の停滞が続いているためと考えられる。 

表３ 最終処分量の推移            （t） 

 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 

計画値 14,477 14,348 14,135 13,966 13,816 13,749 13,605 13,500

実績値 12,121 11,781 11,836 12,173 12,812 13,226 13,168 12,958

グラフ３ 最終処分量の推移
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一般廃棄物処理基本計画に関する 
令和３年度生活排水処理の状況について 

廃棄物処理課 

本市では、生活環境の保全、公衆衛生の向上、資源が循環して利用される社会の形成

を図りつつ、一般廃棄物の適正な処理を行うため、平成 26年に一般廃棄物処理基本計

画を策定し、令和３年度生活排水処理編における状況は次のとおりである。 

１ くみ取りし尿及び浄化槽汚泥の処理
 「くみ取りし尿及び浄化槽汚泥」は、前年度より 2,227.90 kL 減の 108,302.96kL

を、西部及び東部衛生工場にて処理をした。 

２ 汚水衛生処理率※の推移 
汚水衛生処理率は前年度の 87.7％より 0.5％増の 88.2％となったが、目標値の

93.7％を達成しなかった。要因としては、合併処理浄化槽人口が伸びていないことが

考えられる。 

※汚水衛生処理率とは 

 生活雑排水を衛生的に処理しているのかを示す数値であり、公共下水道接続人口

＋合併処理浄化槽人口＋農業集落排水人口を総人口で割った数字。 

グラフ 1 汚水衛生処理率推移
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